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「Ａさんが、〇〇ちゃん（私）たちの悪口言っ

てたよ。」と友達のＢさんが私に教えてくれ

た。それを聞いた私は、とてもショックを受け

た。かげで悪口を言われると、すごく嫌な気持

ちになるし、自分の知らないところで何を言わ

れているのか不安な気持ちで過ごさなければな

らなくなってしまう。それに、その人のことを

信じられなくなってしまう。それでも、一緒に

悪口を言われていた友だちと、「私たちは悪い

ことをしていないのだから、気にしないように

しよう。」と決めた。 

 しかし、時間が経てば経つほど、ある疑問が

浮かんできた。それは、「Ｂさんは、なぜ私た

ちにわざわざそのことを教えたのだろう」とい

うことだった。もちろん、私たちのために親切

心で教えてくれたのかもしれない。悪口を言う

Ａさんを許すことができずに、正義感から教え

てくれたのかもしれない。理由はわからないけ



れど、「悪口を言われていた」ことをその相手

に知らせることが、本当にその人のためになる

のだろうか。そのことを知らされたとき、その

人がどんな気持ちになるのか少し想像してみる

だけで、自分にはそんな残こくなことはできな

いような気がする。だからと言って、知らない

ままでいる方が可哀想なことなのだろうか。 

 そんなことを考えていたとき、またショック

な出来事が起きた。今度はＡさんから 

 「Ｂさんが〇〇ちゃん（私）たちの悪口を言

ってたよ。」と、どこかで聞いたような話を聞

いたのだ。私は頭が混乱してしまった。「Ａさ

んの方が、私たちの悪口を言っていたんじゃな

いの。」「結局、Ｂさんも私たちの悪口を言っ

ていたということなの。」と、分からないこと

だらけだった。一体何が真実で、誰を信じれば

いいのか分からなくなってしまった。 

 私は、この経験を通して二つのことを学ん

だ。一つは「人のうわさにまどわされないよう

にしよう」ということだ。結局、ＡさんもＢさ

んも「自分は悪口は言っていない」と言う。そ



れが本当かどうか確かめようはないけれど、自

分が直接見たり聞いたりしたことではないこと

で、傷ついたり悲しんだりするのはちがうと思

ったからだ。 

 世の中は、色々なうわさであふれてる。テレ

ビやＳＮＳ上でも、たくさんの情報が流れてく

る。それは、人々の好奇心から生まれたり、不

安感から広まったりしているのだと思う。しか

し、大切なことは、うわさをうのみにしないと

いうこと、うわさの出所が信用できる情報源か

どうかを確認することなのだと思う。 

 二つは、「簡単にうわさ話をしない」という

ことだ。これまで、私自身もうわさ話をしてし

まったことがある。その時は、あまり深く考え

ていなかったが、発言する前に、それが本当に

正しい情報かどうか確かめたり、うわさをする

ことで誰か傷つく人がいないかを考えたりする

ことが大切なのだと思う。うわさという無責任

な行動をする前に、立ち止まる心の強さをもち

たい。 


